
編集後記
　前回の特別展では、横浜市民の
戦争被害に焦点をあてた展示を行
いました。今回の特別展は、戦後
80 年展示の第 2 弾として、横浜
における軍隊と地域の関係性を文
献資料のみならず、モニュメント
や戦争遺構から読み解いてゆきま
す。当財団の多年に及ぶ研究成果
が結集された展示となっておりま
すので、是非ご観覧ください。（西）

◎次号発行予定　2026年7月頃

交通アクセス
● 東急東横・みなとみらい線日本大通り駅（３番出口）0分
● 横浜市営地下鉄ブルーライン関内駅（１番出口）から
徒歩約10分
● J R京浜東北・根岸線関内駅（南口）から徒歩約10分
● 横浜市営バス・神奈中バス「日本大通り駅県庁前」下車
徒歩1分

特別展のご案内
横浜都市発展記念館令和７年度特別展×

埋蔵文化財センター令和７年度「横浜の遺跡」展

戦争の記憶―横浜と軍隊の120年―

　1945 年の第 2 次世界大戦の終結から80 年を迎えました。この間、
日本は戦争のない時代を過ごすことができましたが、世代交代によっ
て戦争を体験した人びとは少なくなっています。そうしたなか、地域に
目を転じると、神社や寺院、公園、さらに景観には、近現代の戦争を語
る“モノ”、痕跡などが数多く残っています。これらは地域に刻まれた
「戦争の記憶」です。本展示では、1853 年の黒船来航から1975 年の
ベトナム戦争終結までのおよそ120 年間を対象に、地域に残る遺跡
や景観、モニュメントなどから横浜と軍隊との関係、さらに過去の戦
争の記憶を追いかけていきます。

【会期】2026（令和8）年1月24日（土）～4月12日（日）

【図録】『戦争の記憶―横浜と軍隊の120年―』
横浜都市発展記念館
（公財）横浜市ふるさと歴史財団埋蔵文化財センター／編
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空の横浜
̶ 「海軍航空図」と館蔵戦前航空関係資料 ̶

［資料紹介］
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横浜中央電話局員の戦中・戦後
̶ 川島善子氏の資料群より ̶

［展示余話］
■開館時間　午前9時30分～午後5時
　（券売は閉館30分前まで）
■休館日　毎週月曜日・年末年始ほか
（月曜日が祝日の場合は開館、翌平日に休館します。）
■観覧料　
　上記特別展開催期間　一般800円
小・中学生、および市内在住65歳以上の方400円
※毎週土曜日は大学生以下無料
※「障害者手帳」「愛の手帳（療育手帳）」などをお持ちの
　方は、無料です。
※毎週第２水曜日「濱ともデー」は市内在住65歳以上無料
それ以外の期間　常設展のみ　一般200円
小・中学生、および市内在住65歳以上の方100円

■ホームページ
http://www.tohatsu.city.yokohama.jp/

MUSEUM SHOP ミュージアム・ショップより

刊行物
『戦後80年　戦争の記憶　～戦中・戦後を生きた横浜の人びと～』❶
横浜都市発展記念館／編　定価2,200円

『運河で生きる　～都市を支えた横浜の“河川運河”～』❷
横浜都市発展記念館／編　定価2,000円

『関東大震災100年　関東大震災と横浜　廃墟から復興まで』❸
　横浜都市発展記念館・横浜開港資料館／編　定価2,200円
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　表紙図版
横浜港に停泊する戦艦「比叡」と
イギリス巡洋艦「サフォーク」
1934（昭和9）年
『横浜グラフ』　横浜都市発展記念館所蔵

特別展関連事業

Ⅰ.展示解説 （全6回）
展示担当者が特別展の見どころを解説します。
当日直接会場にお越しください。
日　時 1/25（日）、2/8（日）、3/15（日）、
　　　 3/20（金・祝）、4/5（日）、4/12（日）
　　　 ※いずれも 13：30 ～14：15
会　場 横浜都市発展記念館3階 企画展示室
参加費 特別展観覧券が必要です

Ⅱ.関連講座 （全2回）
「開港都市・横浜と2つの軍事拠点」
講　師 吉田律人
　　　（横浜都市発展記念館主任調査研究員)
日　程 ① 2/21（土）「巨大軍都・東京と横浜」
　　　 ② 3/21（土）「軍港都市・横須賀と横浜」
時　間 13：30～15：00（受付は13：00～）
会　場 横浜開港資料館講堂
定　員 各回50名　参加費 各回1,000円
申込方法 当館HPをご覧ください。
※有料のアーカイブ配信も行います。購入方法な
ど詳細は追って当館HP でお知らせします。

Ⅲ.記念シンポジウム
「地域に眠る文化資源の発掘と活用
―横浜市域の“戦争の記憶”を中心に―」
日　時 3/7（土）13：30～17：00
主　催 公益財団法人 横浜市ふるさと歴史財団
共　催 國學院大學研究開発推進機構
会　場 國學院大學横浜たまプラーザキャンパス
　　　 １号館1503教室（講堂）
定　員 先着200名　
参加費 無料
申込方法 詳細は追って当館HPでお知らせします。

神戸原の「兵隊屋敷」
̶ 横浜警備隊と
橘樹郡保土ケ谷町 ̶

［特集Ⅰ］

1

本町通りを行進するアメリカ軍の車両　1953（昭和28）年
奥村泰宏撮影　栗林阿裕子氏寄贈　当館所蔵
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一
、
横
浜
警
備
隊
の
誕
生

　

横
浜
は
東
京
や
横
須
賀
、
相
模
原
な
ど
、
巨

大
な
軍
事
拠
点
に
囲
ま
れ
る
一
方
、
一
九
三

三
（
昭
和
八
）
年
五
月
の
満
洲
事
変
終
結
ま
で

目
立
っ
た
軍
事
施
設
、
常
設
部
隊
が
な
か
っ

た
た
め
、
横
浜
大
空
襲
に
代
表
さ
れ
る「
戦
災
」

を
除
き
、
地
域
と
軍
隊
、
戦
争
と
の
関
係
は
注

目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。だ
が
、
関
東
大
震
災

直
後
、
僅
か
一
年
間
で
あ
っ
た
が
、
橘
樹
郡
保

土
ケ
谷
町
（
現
横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
）
に
は
、

兵
営
の
新
設
と
と
も
に
、
陸
軍
の
横
浜
警
備
隊

が
駐
屯
し
て
い
た
。今
回
は
知
ら
れ
ざ
る
軍
隊

と
地
域
と
の
関
係
を
追
い
か
け
て
い
き
た
い
。

　

一
九
二
三
年
九
月
一
日
に
発
生
し
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
七
・
九
の
地
震
は
、
同
時
多
発
的
な

火
災
を
引
き
起
こ
し
、
横
浜
の
街
を
焼
き
払
っ

て
い
っ
た
。そ
の
後
、
水
道
や
ガ
ス
、
電
気
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
、
電
信
・
電
話
網
、
さ
ら
に
治
安

を
担
う
警
察
が
機
能
不
全
に
陥
る
な
か
、
被
災

地
の
治
安
は
著
し
く
悪
化
し
て
い
く
。横
浜
を

管
轄
す
る
東
京
の
第
一
師
団
司
令
部
は
神
奈

3 2

川
県
庁
の
要
請
を
受
け
て
陸
軍
兵
力
を
派
遣
す

る
と
と
も
に
、三
日
、政
府
は
戒
厳
令
の
一
部
条

項
を
神
奈
川
県
に
も
適
用
す
る
。陸
軍
の
来
援

に
つ
い
て
出
兵
要
請
に
尽
力
し
た
神
奈
川
県
警

察
部
高
等
課
長
の
西
坂
勝
人
は
、「
之
を
見
た
海

岸
一
帯
の
罹
災
民
は
如
何
に
喜
ん
だ
事
で
あ
ろ

う
。全
く
歓
声
を
挙
げ
涕
涙
し
て
之
を
迎
へ
た

の
で
あ
る
」
と
回
想
し
て
い
る
（『
神
奈
川
県
下

の
大
震
火
災
と
警
察
』警
友
社
、一
九
二
六
年
）。

軍
隊
の
展
開
に
よ
っ
て
被
災
地
の
秩
序
は
回
復

に
む
か
っ
た
ほ
か
、
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
も
進
ん

で
い
っ
た
。そ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、九
月
一

五
日
付
の『
横
浜
貿
易
新
報
』は
社
説
で
兵
営
の

新
設
と
一
個
連
隊
の
配
置
を
主
張
し
て
い
る
。

　

同
時
期
、
東
京
市
麻
布
区
新
龍
土
町
の
歩
兵

第
三
連
隊
の
兵
営
は
激
震
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ

て
い
た
。未
曾
有
の
地
震
災
害
は
軍
隊
に
も
打

撃
を
与
え
て
お
り
、
郊
外
部
へ
の
部
隊
移
転
な

ど
、軍
事
施
設
再
編
の
噂
も
浮
上
し
た
。そ
の
情

報
を
入
手
し
た
横
浜
市
会
は
歩
兵
第
三
連
隊
の

誘
致
に
動
き
出
し
て
い
く
（『
横
浜
復
興
誌 

第

一
編
』横
浜
市
、
一
九
三
二
年
）。ま
た
、
官
民
合

同
団
体
で
あ
る
横
浜
市
復
興
会
も
一
〇
月
六
日

に
部
隊
誘
致
を
決
議
、
会
長
の
原
富
太
郎
の
名

前
で「
横
浜
市
警
備
に
関
す
る
陳
情
」、「
軍
隊
常

設
に
付
陳
情
」を
総
理
大
臣
や
陸
軍
大
臣
、内
務

大
臣
な
ど
に
提
出
し
た
（『
横
浜
市
復
興
会
誌
』

横
浜
市
復
興
会
、
一
九
二
七
年
）。こ
の
よ
う
な

横
浜
側
の
動
き
に
対
し
、
陸
軍
側
は
「
憲
兵
又

は
警
察
の
警
備
で
足
る
事
を
何
時
迄
軍
隊
に
依

頼
す
る
は
不
可
で
あ
る
」と
し
つ
つ
も
、「
連
隊

常
置
は
之
れ
と
は
別
で
あ
る
が
都
市
防
衛
上
必

要
だ
と
は
今
回
の
経
験
で
認
め
ら
れ
て
い
る
」

と
部
隊
設
置
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る（『
夕
刊

横
浜
貿
易
新
報
』
一
九
二
三
年
一
〇
月
七
日
）。

　

一
一
月
一
六
日
、
戒
厳
令
の
一
部
条
項
の

適
用
は
解
除
さ
れ
た
が
、
陸
軍
の
兵
力
は
残

存
、
同
二
六
日
に
は
、「
横
浜
警
備
隊
」と
し
て

横
浜
市
と
隣
接
す
る
保
土
ケ
谷
町
へ
移
っ
た
。

そ
の
後
、
同
町
内
の
神
戸
原
、
天
徳
院
裏
の
高

台
に
兵
営
が
完
成
す
る
と
、
一
二
月
六
日
、
第

一
師
団
司
令
部
は
甲
府
か
ら
歩
兵
第
四
九
連

隊
第
二
大
隊
の
約
一
八
〇
人
を
同
地
へ
移
転

さ
せ
、
翌
二
四
年
一
月
九
日
に
は
同
第
三
大

隊
の
四
四
〇
人
と
交
代
さ
せ
て
い
る
。六
日

後
の
一
月
一
五
日
に
発
生
し
た
丹
沢
地
震
で

は
、
横
浜
警
備
隊
が
す
ぐ
に
対
応
し
て
お
り
、

横
浜
市
の
警
備
体
制
は
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

二
、
横
浜
警
備
隊
と
地
域
住
民
の
交
流

　

平
時
に
お
け
る
軍
隊
の
任
務
は
、
有
事
に
備

え
、
兵
士
の
訓
練
や
教
育
を
行
う
こ
と
で
、
兵

営
に
は
練
兵
場
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
一
九
二

四
年
二
月
、
横
浜
警
備
隊
を
管
轄
す
る
第
一
師

団
の
経
理
部
は
保
土
ケ
谷
町
の
有
力
者
で
あ
る

岡
野
欣
之
助
と
調
整
し
つ
つ
、
面
積
約
一万
二
〇

〇
〇
坪
を
借
用
し
て
練
兵
場
を
整
備
し
て
いっ
た

（『
横
浜
貿
易
新
報
』
一九
二
四
年
二
月
二
日
）。

甲
府
に
比
べ
て
温
暖
な
横
浜
は
衛
生
状
態
も
よ

く
、「
兵
術
教
育
に
は
頗
る
便
宜
で
あ
る
」
と

警
備
隊
の
将
兵
た
ち
は
喜
ん
で
い
た
（
同
二
月
七

日
）。
ま
た
、
警
備
隊
は
演
習
等
の
公
開
を
通

じ
て
軍
事
的
な
知
識
の
普
及
を
図
っ
て
お
り
、
二

月
九
日
の
土
曜
日
に
は
、
保
土
ケ
谷
町
の
青
年

団
員
や
小
学
生
を
対
象
に
兵
営
を
公
開
、
戦
闘

教
練
や
露
営
演
習
、
軽
機
関
銃
の
空
砲
射
撃
な

ど
を
実
施
し
た
。
こ
の
行
事
に
は
、
約
一〇
〇
〇

人
の
参
加
者
が
あ
り
、
警
備
隊
側
も
一
般
の
参

観
・
見
学
を
歓
迎
す
る
と
し
て
い
る
（
同
二
月
一

〇
日
）。
同
時
期
は
第
一次
世
界
大
戦
後
の
軍
縮

ム
ー
ド
の
な
か
、
軍
隊
に
対
す
る
批
判
が
高
ま
っ

て
い
た
時
期
で
も
あ
り
、
警
備
隊
の
姿
勢
に
は
、

そ
れ
を
改
善
す
る
意
図
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

他
方
、
警
備
隊
の
構
成
員
は
地
域
に
と
っ
て
も

身
近
な
存
在
だ
っ
た
。
徴
兵
制
度
の
も
と
、
現

在
の
横
浜
市
域
を
構
成
す
る
橘
樹
郡
、
都
筑
郡

の
出
身
者
は
東
京
市
赤
坂
区
檜
町
の
歩
兵
第
一連

隊
に
入
営
し
た
が
、
横
浜
市
や
久
良
岐
郡
、
鎌

倉
郡
の
出
身
者
は
山
梨
県
甲
府
市
の
歩
兵
第
四

九
連
隊
に
入
営
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
横
浜

市
民
に
と
っ
て
歩
兵
第
四
九
連
隊
が
「
郷
土
部

隊
」
で
あ
っ
た
。
横
浜
第
二
中
学
校
（
現
横
浜

翠
嵐
高
等
学
校
）
の
生
徒
で
、
保
土
ケ
谷
町
在

住
の
佐
藤
謙
三
（
後
の
国
文
学
者
、
國
學
院
大

學
学
長
）
は一九
二
四
年
二
月
一七
日
（
日
）
の
日

記
に
「
お
ひ
る
頃
兵
隊
屋
敷
へ
、
畳
店
の
春
さ
ん

に
伯
父
二
人
で
面
会
に
行
っ
た
」と
し
て
い
る（『
佐

藤
謙
三
日
記
』、
横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵
）。
お

そ
ら
く
「
春
さ
ん
」
は
近
し
い
知
り
合
い
で
、

歩
兵
第
四
九
連
隊
に
入
営
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
甲
府
ま
で
行
か
な
け

神
戸
原
の「
兵
隊
屋
敷
」

ー
横
浜
警
備
隊
と
橘
樹
郡
保
土
ケ
谷
町
ー

れ
ば
会
え
な
い
人
物
が
す
ぐ
そ
ば
に
い
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
警
備
隊
の
兵
営
が
「
兵
隊
屋
敷
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　

横
浜
警
備
隊
の
地
域
へ
の
接
近
は
そ
の
後
も
続

い
て
い
く
。
例
え
ば
、
日
露
戦
時
の
奉
天
会
戦

を
祝
し
た
陸
軍
記
念
日
（
三
月
一〇
日
）
に
は
、

兵
営
の一般
開
放
と
と
も
に
、
模
擬
戦
闘
が
実
施

さ
れ
、
毒
ガ
ス
戦
な
ど
第
一次
世
界
大
戦
の
戦
訓

を
取
り
入
れ
た
演
習
も
展
開
さ
れ
た
。
ま
た
、

営
庭
で
は
各
種
余
興
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
営

門
に
続
く
道
に
は
屋
台
も
並
び
、
来
訪
者
を
楽

し
ま
せ
た
。
さ
ら
に
午
後
に
は
、
兵
営
内
で
保

土
ケ
谷
町
内
の
三
つ
の
小
学
校
の
運
動
会
も
催
さ

れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
こ
の
日
、
佐
藤

謙
三
も
兵
営
を
訪
れ
て
お
り
、
日
記
に
模
擬
戦

は
「
あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
」
と
す
る一方
、「
珍

動
物
園
は
面
し
ろ
か
っ
た
」
と
感
想
を
記
し
て
い

る
。
神
戸
原
の
兵
営
は
治
安
維
持
や
軍
隊
教
育

を
担
う
一方
、
こ
れ
ま
で
横
浜
に
な
か
っ
た
軍
事

的
な
イ
ベ
ン
ト
を
創
出
し
て
いっ
た
の
で
あ
る
。

三
、
横
浜
警
備
隊
の
廃
止

　

一
九
二
四
年
春
、
岡
野
欣
之
助
は
横
浜
警

備
隊
に
桜
の
樹
木
二
〇
本
を
寄
贈
す
る
な

ど
、
兵
営
の
環
境
整
備
に
つ
と
め
て
い
く
。

一
方
、
横
浜
警
備
隊
と
し
て
駐
屯
し
て
い
た

歩
兵
第
四
九
連
隊
第
三
大
隊
は
、
五
月
一
二

日
に
歩
兵
第
三
連
隊
第
一
大
隊
の
二
二
〇

人
と
交
代
し
、
甲
府
へ
戻
っ
て
い
っ
た
。こ

れ
に
際
し
て
保
土
ケ
谷
町
の
吉
田
淳
一
町

長
は
、
私
費
で
歩
兵
第
四
九
連
隊
将
校
の
慰

労
会
を
催
し
た
ほ
か
、
神
奈
川
県
や
横
浜
市

も
別
に
慰
労
会
を
実
施
し
て
い
る
（『
横
浜
貿

易
新
報
』
一
九
二
四
年
五
月
九
日
、
一
〇
日
）。

横浜警備隊の配置図　1924（大正 13）年　防衛研究所戦史研究センター史料室所蔵　※原本の青図を一部修正した。　

　

新
た
に
駐
屯
し
た
歩
兵
第
三
連
隊
は
主
に

東
京
府
東
部
お
よ
び
埼
玉
県
東
部
の
出
身
者

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
部
隊
で
、
こ
れ
ま
で

の
歩
兵
連
隊
と
比
べ
、
横
浜
と
の
人
的
な
つ

な
が
り
は
弱
か
っ
た
。し
か
し
、
六
月
に
入
る

と
、
歩
兵
第
三
連
隊
の
保
土
ケ
谷
移
転
の
情

報
が
流
れ
始
め
る
。例
え
ば
、
六
月
二
九
日
付

の
『
横
浜
毎
朝
新
報
』
は
「
麻
布
第
三
連
隊
を

横
浜
市
に
移
転
か
」
と
報
じ
、
陸
軍
省
と
横
浜

市
が
水
面
下
で
準
備
し
て
い
る
と
伝
え
て
い

る
。さ
ら
に
七
月
五
日
、
第
一
師
団
長
の
石
光

真
臣
中
将
が
横
浜
警
備
隊
を
視
察
す
る
と
、

『
横
浜
貿
易
新
報
』、『
横
浜
毎
朝
新
報
』
は
部

隊
移
転
の
準
備
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い

る
。石
光
は
『
横
浜
貿
易
新
報
』
の
取
材
に
対

し
、
練
兵
場
の
改
善
な
ど
で
保
土
ケ
谷
移
転

の
可
能
性
も
あ
る
が
、
保
土
ケ
谷
町
の
反
応
は

冷
め
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
七
月
八
日
）。

　

そ
の
後
、
歩
兵
第
三
連
隊
の
移
転
を
め
ぐ
っ

て
は
、
橘
樹
郡
鶴
見
町
（
現
横
浜
市
鶴
見
区
）

や
横
浜
線
沿
線
の
村
々
、
埼
玉
県
の
川
口
町
な

ど
が
誘
致
に
動
き
出
し
た
が
、
い
ず
れ
も
実
現

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。同
時
期
、
陸
軍
大
臣

の
宇
垣
一
成
中
将
が
四
個
師
団
を
削
減
す
る

大
規
模
な
軍
縮
を
進
め
て
お
り
、
新
た
な
兵
営

設
置
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。一
一
月
一
日
、

第
一
師
団
司
令
部
は
横
浜
警
備
隊
の
廃
止
を

決
定
、
五
日
、
神
戸
原
の
兵
力
は
麻
布
の
兵
営

に
戻
っ
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
横
浜
周
辺
か
ら

陸
軍
は
消
え
た
が
、
関
東
大
震
災
と
横
浜
警

備
隊
の
設
置
は
、
横
浜
と
軍
隊
と
の
関
係
を

変
え
る
大
き
な
転
換
点
と
な
り
、
そ
の
後
も

誘
致
熱
が
く
す
ぶ
り
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
吉
田　

律
人
）

かつて横浜警備隊の兵営があった
保土ケ谷区月見台・神戸坂
2024（令和 6）年 11 月撮影

わ
ず

ご
う 

ど 

は
ら

お
ち
い

ど

は
ら

ご
う



横
浜
中
央
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話
局
員
の
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中
・
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後
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の
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よ
り―
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を
は
じ
め
と
し
た
諸
資
料
の
ご
寄
贈
を
頂
く
こ

と
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
今
回
寄
贈
さ
れ
る
資

料
を
も
と
に
、
川
島
氏
の
戦
中
・
戦
後
期
の
活

動
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
た
い
。

　

川
島
氏
は
一
九
二
八
年
（
昭
和
三
）
に
横
浜

市
中
区
（
現
南
区
）
通
町
に
生
ま
れ
た
の
ち
、

南
区
永
田
町
の
服
部
家
の
養
女
と
な
り
、
優
し

い
養
父
の
も
と
で
育
つ
。
小
学
校
は
入
学
当
初

は
横
浜
市
立
大
岡
尋
常
小
学
校
で
あ
っ
た
が
、

一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
に
市
立
井
土
ヶ
谷
尋

常
小
学
校
（
一
九
四
一
年
〔
昭
和
一
六
〕
よ
り

国
民
学
校
）
が
開
校
す
る
と
、
同
校
に
転
入
す

る
。
対
米
英
戦
争
前
は
、
学
校
の
体
操
の
授
業

で
薙
刀
の
練
習
を
し
て
い
た
こ
と
が
印
象
に

残
っ
て
い
る
と
回
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

川
島
氏
は
同
校
の
高
等
科
に
進
学
す
る
が
、
ア

ル
バ
ム
に
は
当
時
井
土
ヶ
谷
上
町
に
存
在
し

た
、
迫
撃
砲
点
火
薬
筒
や
狩
猟
用
紙
薬
莢
を
製

造
す
る
日
邦
工
業
株
式
会
社
で
の
夏
季
実
習
の

記
念
写
真
（
❶
）
が
残
っ
て
お
り
、
戦
時
色
が

色
濃
い
学
校
生
活
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

川
島
氏
は
同
校
の
卒
業
後
に
横
浜
中
央
電
話

局
（
以
下
、
電
話
局
）
に
入
局
す
る
が
、
就
職

先
は
自
分
で
選
ぶ
こ
と
が
出
来
ず
、
教
師
が
成

績
順
に
割
り
振
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
最
も
算

盤
の
上
手
な
生
徒
は
横
浜
貯
金
局
に
就
職
し
、

そ
の
他
の
就
職
先
に
は
電
話
局
の
ほ
か
、
生
糸

検
査
所
や
鉄
道
会
社
な
ど
が
あ
っ
た
。
一
九
四

　

昨
年
開
催
し
た
特
別
展
「
戦
後
80
年　

戦
争

の
記
憶
―
戦
中
・
戦
後
を
生
き
た
横
浜
の
人
び

と
―
」
で
は
、
当
館
の
前
身
施
設
で
あ
る
横
浜

中
央
電
話
局
で
戦
時
中
に
勤
務
し
て
い
た
川
島

（
旧
姓
・
服
部
）
善
子
氏
の
資
料
を
展
示
し

た
。
本
誌
前
号
及
び
展
示
図
録
で
は
川
島
氏
の

横
浜
大
空
襲
時
の
様
子
を
紹
介
し
た
が
、
展
示

終
了
後
、
川
島
氏
よ
り
、
ご
自
身
の
ア
ル
バ
ム

二
年
（
昭
和
一
七
）
四
月
に
電
話
局
に
入
局
し

た
川
島
氏
は
、
三
ヵ
月
間
、
電
話
事
務
員
見
習

養
成
課
程
を
受
け
、
東
京
各
地
の
頭
に
付
く
局

番
を
暗
記
し
た
。
「
丸
ノ
内
23
、
日
本
橋
24
、

神
田
25
、
銀
座
57
、
茅
場
町
66
、
三
田
45
…
」

と
い
っ
た
よ
う
に
、
川
島
氏
は
今
で
も
局
番
を

記
憶
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
正
規
の
職
員
と

し
て
勤
務
に
当
た
る
が
、
当
時
の
職
員
の
勤
務

情
景
が
窺
え
る
資
料
が
、
「
電
話
交
換
受
付

書
」
（
❷
）
で
あ
る
。
こ
の
資
料
は
電
話
を
受

け
た
際
に
交
換
手
が
諸
情
報
を
記
入
す
る
用
紙

で
あ
る
が
、
興
味
深
い
の
は
裏
面
に
記
さ
れ
た

職
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
意

味
も
無
く
悲
し
く
淋
し
く
な
る
、
今
時
そ
ん
な

不
健
康
な
こ
と
を
云
っ
て
笑
は
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
し
又
〝
年
頃
よ
〞
と
片
付
け
ら
れ
て
終

ふ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
と
て
も
さ
う
云
っ
た

気
持
ち
が
多
く
て
私
は
こ
ま
り
ま
す
。
カ
ー

ル
・
ブ
ッ
セ
の
〝
山
の
あ
な
た
の
空
遠
く
幸
い

住
む
と
ひ
と
の
云
ふ
、
あ
ゝ
我
れ
人
と
…
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
現
代
で
も
授
業
中
に
教
師
の

目
を
盗
み
、
密
か
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
や
り
取
り

す
る
文
化
が
あ
る
が
、
こ
れ
と
同
種
の
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
困
難
な
時
代
で
は
あ
る
が
、
い

つ
の
世
も
変
わ
ら
ぬ
繊
細
な
女
性
職
員
の
心
の

機
微
が
推
察
で
き
る
資
料
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
川
島
氏
の
資
料
に
は
当
時
電
話
局

員
が
歌
唱
し
て
い
た
「
逓
信
歌
」
と
「
逓
信

報
国
団
歌
」
の
歌
詞
カ
ー
ド
（
❸
）
も
含
ま

れ
る
。
当
時
、
電
話
局
は
逓
信
省
の
管
轄
で
あ

り
、
一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
）
四
月
に
省

内
職
員
を
対
象
と
し
た
逓
信
報
国
団
が
結
成
さ

れ
、
全
職
員
が
団
員
と
な
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
い
た
。
後
藤
康
行
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ

の
組
織
は
「
逓
信
部
内
全
職
員
ノ
和
衷
協
同
、

勤
労
奉
公
ニ
依
リ
逓
信
報
国
ノ
実
ヲ
挙
グ
ル
」

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
具
体
的
な
活
動

内
容
は
団
員
の
日
本
精
神
の
涵
養
、
体
力
の
向

上
、
福
利
厚
生
、
業
務
の
効
率
の
向
上
と
改
善

に
関
連
す
る
事
業
な
ど
を
行
う
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
「
逓
信
歌
」
は
大
阪
中
央
電
信
局
の

武
田
秀
雄
が
作
成
し
た
歌
で
あ
る
が
、
そ
の
歌

詞
は
「
一
、
御
い
威
治
き
日
の
本
に　

生
れ
し

歓
喜　

火
と
燃
え
て　

我
等
逓
信　

報
国
の　

誠
を
誓
ふ　

意
気
高
し
」
と
い
っ
た
よ
う
に
戦

時
色
の
濃
い
勇
ま
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

「
逓
信
報
国
団
歌
」
は
鶴
見
郵
便
局
の
伊
藤
武

雄
の
作
成
に
よ
る
も
の
で
、
こ
ち
ら
も
勇
ま
し

い
歌
詞
が
特
徴
的
で
あ
る
。
川
島
氏
は
こ
の
歌

を
よ
く
職
員
と
共
に
唱
和
し
て
い
た
こ
と
を
記

憶
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
電
話
局
に
お
け
る
職

場
の
雰
囲
気
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
誌
前
号
で
紹
介
し
た
通
り
、
川
島
氏
は
戦

後
も
電
話
局
に
と
ど
ま
り
、
勤
務
を
継
続
し

た
。
電
話
局
に
は
戦
後
直
後
に
占
領
軍
兵
士
が

入
り
、
「
連
合
台
」
と
呼
ば
れ
た
交
換
機
が
設

置
さ
れ
た
。
川
島
氏
を
は
じ
め
、
一
五
〜
二
〇

名
程
度
の
職
員
が
英
語
の
特
訓
を
受
け
、

❶日邦工業株式会社での夏季実習記念写真　1941 年（昭和 16）

❺野澤屋内のクリスマスパーティーで用意されたケーキ　
1951 年（昭和 26）

❻宮元町のカマボコ兵舎前で撮影された一枚
1952 年（昭和 27）

❹野澤屋屋上で撮影した同僚との記念写真　1951 年（昭和 26）

❷電話局局員の書いたメッセージ

「
A
F
コ
ー
ル
（
連
合
軍
通
話
）
・
ト
ー
ル
・

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
「
連
合
台
」
で

の
業
務
に
付
い
た
。
こ
の
時
期
の
業
務
で
は
、

東
京
や
東
北
地
方
、
鎌
倉
へ
の
通
話
が
多
か
っ

た
と
い
う
。
当
時
電
話
局
に
来
て
い
た
占
領
軍

兵
士
た
ち
は
皆
親
切
で
、
身
の
危
険
を
感
じ
る

よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
逆
に
兵
士

た
ち
と
親
密
に
な
る
女
性
職
員
が
増
え
、
こ
れ

に
違
和
感
を
覚
え
た
川
島
氏
は
、
タ
イ
ピ
ス
ト

の
学
校
に
通
い
、
電
話
局
を
退
職
す
る
。

　

そ
の
後
川
島
氏
は
、
米
第
八
軍
の

「
Q
u
a
r
t
e
r
m
a
s
t
e
r
（
米
陸
軍

需
品
科
）
」
に
就
職
す
る
。
川
島
氏
の
職
場

は
、
占
領
軍
に
接
収
さ
れ
た
中
区
伊
勢
佐
木
町

の
野
澤
屋
ビ
ル
内
に
あ
っ
た
。
当
時
、
野
澤
屋

内
に
は
こ
の
部
隊
の
他
に
ヨ
コ
ハ
マ
ベ
ー
ス
司

令
部
や
購
買
部
、
技
術
部
な
ど
様
々
な
部
署
が

入
っ
て
お
り
、
一
階
は
P
X
（
米
軍
の
売
店
）

と
な
っ
て
い
た
。
川
島
氏
の
ア
ル
バ
ム
に
は
、

野
澤
屋
ビ
ル
の
屋
上
で
撮
影
さ
れ
た
同
僚
と
の

記
念
写
真
（
❹
）
が
残
さ
れ
て
お
り
、
多
く

の
日
本
人
が
働
い
て
い
た
こ
と
が
把
握
で
き

る
。
ま
た
、
野
澤
屋
内
で
開
催
さ
れ
た
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の
様
子
も
撮
影
さ
れ
て
い

る
が
、
当
時
の
日
本
人
で
は
口
に
す
る
こ
と

が
難
し
か
っ
た
巨
大
な
ケ
ー
キ
が
用
意
さ
れ
て

い
る
様
子
が
写
さ
れ
て
い
る
（
❺
）
。
こ
の

後
、
同
部
署
は
南
区
宮
元
町
に
移
転
す
る
が
、

こ
の
時
の
様
子
を
記
録
し
た
写
真
も
複
数
あ
り

（
❻
）
、
占
領
期
の
横
浜
を
写
し
た
貴
重
な

資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

川
島
氏
は
現
在
九
八
歳
で
あ
る
が
、
戦
中
の

電
話
局
や
戦
後
の
横
浜
の
様
子
を
鮮
明
に
記
憶

さ
れ
て
い
る
。
戦
中
・
戦
後
を
生
き
た
横
浜
の

職
業
婦
人
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
上
で
、
川

島
氏
の
証
言
記
録
と
今
回
寄
贈
を
受
け
る
資
料

群
が
極
め
て
高
い
価
値
を
持
つ
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。
今
後
も
当
館
で
は
本
資
料
群
の
調
査
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

（
西
村　

健
）

〔
参
考
文
献
〕
後
藤
康
行
「
戦
時
下
の
逓
信
職

員
組
織
・
逓
信
報
国
団
に
関
す
る
基
礎
的
研

究
」
『
郵
政
資
料
館　

研
究
紀
要
』
第
五
号
、

二
〇
一
四
年
三
月
。



空
の
横
浜

―「
海
軍
航
空
図
」と
館
蔵
戦
前
航
空
関
係
資
料
―
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隊
）
無
線
中
隊
へ
入
営
し
、
水
戸
陸
軍
飛
行
学

校
（
修
了
時
は
仙
台
陸
軍
飛
行
学
校
）
の
研
修

課
程
修
了
後
、
水
戸
陸
軍
航
空
通
信
学
校
に
配

属
。
戦
後
復
員
し
た
。
「
海
軍
航
空
図
」
は
、

平
岩
氏
が
大
日
本
航
空
株
式
会
社
入
社
以
降
、

軍
用
定
期
航
路
や
用
務
飛
行
の
際
に
使
用
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
海
軍
航
空
図
」
に
記
さ
れ
た
東
京
湾

　

「
海
軍
航
空
図
」
は
水
路
部
（
現
海
上
保

安
庁
海
洋
情
報
部
）
が
作
成
し
た
。
航
空
図
と

は
、
飛
行
機
の
航
法
上
必
要
な
航
空
施
設
、
航

空
目
標
等
の
情
報
を
表
示
し
た
地
図
の
こ
と
を

い
う
。
水
路
部
は
1
8
7
1
（
明
治
4
）
年
設

立
の
海
軍
部
水
路
局
を
前
身
と
す
る
海
軍
の
独

立
庁
で
、
水
路
の
測
量
、
兵
要
・
一
般
用
の
水

路
図
誌
の
調
整
を
掌
っ
た
。
「
海
軍
航
空
図
」

は
1
9
3
4
年
に
「
第
1
号　

東
京
海
湾
至
潮

岬
」
が
発
行
さ
れ
、
区
域
を
拡
大
し
て
終
戦

ま
で
に
2
0
0
図
以
上
が
作
成
さ
れ
た
（
関
川

1
9
6
9
）
。
こ
こ
で
は
当
館
が
寄
贈
を
受
け

た
「
第
1
号　

東
京
海
湾
至
潮
岬
」
【
❸
】
、

「
第
1
0
2
号　

東
京
海
湾
至
北
海
道
」
の
2

点
の
う
ち
、
「
第
1
号　

東
京
海
湾
至
潮
岬
」

の
東
京
湾
周
辺
が
記
さ
れ
た
部
分
【
❹
】
に
注

目
し
て
、
海
軍
航
空
図
の
特
徴
を
見
て
み
る
。

「
第
1
号　

東
京
海
湾
至
潮
岬
」
は
縮
尺
5
0

分
万
分
の
1
の
航
空
図
で
、
東
は
千
葉
県
の
犬

吠
埼
、
西
は
和
歌
山
県
の
潮
岬
、
南
は
東
京
島

嶼
の
八
丈
島
、
北
は
長
野
県
の
諏
訪
湖
ま
で
が

は
じ
め
に

 

多
く
の
船
が
行
き
交
う
港
都
横
浜
は
、
飛
空

艇
が
発
着
す
る
空
の
玄
関
口
で
も
あ
っ
た
。
本

稿
で
は
、
大
日
本
航
空
株
式
会
社
横
浜
支
所
に

配
属
さ
れ
、
通
信
士
を
つ
と
め
た
人
物
が
所
蔵

し
て
い
た
「
海
軍
航
空
図
」
を
中
心
に
、
館
蔵

の
戦
前
航
空
関
係
資
料
を
紹
介
す
る
。

民
間
航
空
輸
送
の
広
が
り
と
戦
争

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
1
9
2
0
〜
3
0

年
代
、
飛
行
機
を
使
用
し
た
民
間
航
空
輸
送

が
急
速
に
広
が
っ
た
。
1
9
2
9
（
昭
和

4
）
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
航
空
輸
送
株
式

会
社
【
❶
】
は
、
国
内
便
や
日
本
本
土
と
朝

鮮
、
台
湾
、
満
洲
を
結
ぶ
国
際
便
を
就
航
し

た
【
❷
】
。
日
中
戦
争
勃
発
後
の
1
9
3
8

年
に
は
、
民
間
航
空
輸
送
会
社
を
統
合
し
て
大

日
本
航
空
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
る
。
横
浜
海

軍
航
空
隊
の
施
設
内
に
横
浜
支
所
を
置
い
た
大

日
本
航
空
株
式
会
社
は
、
横
浜
・
サ
イ
パ
ン
・

パ
ラ
オ
・
ト
ラ
ッ
ク
・
ヤ
ル
ー
ト
を
結
ぶ
南
洋

の
定
期
航
路
を
確
立
し
、
根
岸
湾
に
横
浜
水
上

飛
行
場
が
完
成
す
る
と
支
所
を
同
所
に
移
転
。

飛
行
場
は
川
西
四
発
式
飛
行
艇
に
よ
る
南
洋
航

路
の
起
点
と
な
る
（
大
日
本
航
空
社
史
刊
行
会

1
9
7
5
）
。
同
社
の
南
洋
航
路
は
1
9
4
1

年
の
対
英
米
開
戦
後
、
海
軍
の
軍
用
定
期
航
路

と
な
り
、
大
日
本
航
空
で
同
輸
送
に
従
事
す
る

者
は
海
軍
の
嘱
託
と
さ
れ
た
（
日
本
海
軍
航
空

史
編
纂
委
員
会
1
9
6
9
）
。

「
海
軍
航
空
図
」
の
原
所
蔵
者
の
平
岩
勇

氏
（
1
9
2
1
年
―
1
9
9
6
年
）
は
、

1
9
4
2
年
1
月
に
大
日
本
航
空
株
式
会
社
に

入
社
。
横
浜
支
所
配
属
後
、
海
軍
の
徴
傭
輸
送

機
隊
の
所
属
と
な
り
、
通
信
士
と
し
て
横
浜
南

洋
間
の
軍
用
定
期
航
路
の
飛
行
に
従
事
し
た
。

1
9
4
3
年
8
月
、
同
盟
通
信
社
所
属
と
な

り
、
羽
田
か
ら
国
内
を
経
て
台
湾
、
中
国
、
東

南
ア
ジ
ア
へ
至
る
要
務
飛
行
に
従
事
。
そ
の

後
、
陸
軍
第
1
気
象
連
隊
（
中
部
第
1
3
1
部

❹東京湾要塞周辺

民
間
航
空
輸
送
の

広
が
り
と
戦
争

範
囲
と
な
っ
て
い
る
。
航
空
図
に
は
東
京
湾
周

辺
を
見
る
だ
け
で
も
飛
行
機
の
航
法
上
必
要

な
情
報
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
【
❺
】
。

1
9
3
1
年
に
開
港
し
た
羽
田
飛
行
場
は
民

間
定
期
航
空
路
の
起
点
と
な
り
、
三
浦
半
島
と

房
総
半
島
に
挟
ま
れ
た
浦
賀
水
道
周
辺
は
東

京
湾
要
塞
と
し
て
飛
行
禁
止
区
域
と
な
っ
て
い

る
。
東
京
を
中
心
に
高
圧
電
線
が
張
り
め
ぐ
ら

さ
れ
、
各
所
に
航
空
灯
台
や
無
線
電
信
局
所
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
地
名
の
表
記
に
は
す
べ
て

漢
字
、
片
仮
名
が
用
い
ら
れ
、
難
読
地
名
に
は

馬
加
（
※
2
）
、
神
門
（
※
3
）
の
よ
う
に

上
部
に
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
。
埋
め
立
て
の

進
む
鶴
見
・
川
崎
の
京
浜
運
河
、
浦
安
や
木
更 ❺凡例

▼❶『定期航空案内』
1937年　当館蔵
逓信省・日本航空輸送株式会社発行。案内
の表紙に赤い飛行機が描かれている。同社
は中島ダグラスDC-2、フォッカーF.VIIb、
中島スーパーユニバーサル等の飛行機を使
用して、旅客、貨物、郵便輸送を行った。

❸「海軍航空図第1号　東京海湾至潮岬」
1934年　当館蔵
水路部発行。左上に水路部の印と「定価金4円50
銭」の情報が印刷されている※1。水路部調製
の航空図誌は日本航空輸送株式会社の本社営業
課や各営業所で購入できた（『定期航空案
内』）。その後、秘扱いとなると一般には利用
できなくなった（坂戸2002）。

▲ ❷「時間表」
1937年　当館蔵
❶の別刷として発行。日本語版と英語版の2
部を確認できる。国内便、朝鮮半島を経由し
て大連・満洲方面に向かう便、新線の東京新
潟線や台湾島内線等が掲載されている。

津
、
富
津
に
広
が
る
遠
浅
、
等
深
線
な
ど
の
情

報
も
藍
色
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
情
報

は
、
最
新
の
海
図
及
び
陸
図
を
資
料
と
し
た
と

い
う
（
坂
戸
2
0
0
2
）
。

お
わ
り
に

　

「
海
軍
航
空
図
」
を
中
心
に
当
館
が
所
蔵
す

る
戦
前
航
空
関
係
資
料
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

横
浜
水
上
飛
行
場
に
つ
い
て
、
当
館
で
は
今
回

初
め
て
関
係
者
か
ら
資
料
の
寄
贈
を
受
け
た
。

空
の
横
浜
は
、
戦
前
、
戦
時
期
の
日
本
と
南
洋

を
つ
な
ぐ
重
要
な
航
路
だ
っ
た
が
、
そ
の
拠
点

と
な
っ
た
水
上
飛
行
場
に
つ
い
て
は
不
明
な
点

も
多
い
。
今
後
も
、
資
料
の
発
掘
、
調
査
、
研

究
を
進
め
た
い
。
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